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【はじめに】 

 従来の口頭説明による栄養指導に加え、タブ

レットデバイスを用いた栄養指導を開始した。 

タブレットデバイス使用後の臨床血液データの

推移を評価した。 

 



【タブレットデバイスで出来る事①】 

①血液データのグラフ化 

 

     



【タブレットデバイスで出来る事②】 

②動画・スライドを使用した栄養指導 

 

    



除水量5kg 
塩分摂取量15g/day 

血圧低下 
低栄養Alb 1.8g/dL 
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【対象】 

 当院での外来維持透析患者８４名のうち、 

栄養指導対象者４１名を対象とした。 

 

 患者平均年齢 66.8±11.7歳 

 

 透析歴       5.0  ±6.1  年 

 

 男性   32名    女性   9名   



【方法】 

 タブレットデバイス導入前後での透析患者におけ
る血液データの推移を調査した。 
 
①ｎPCR(標準化蛋白異化率) 
②塩分摂取量 
③生化学検査 
 
 
上記3項目をタブレットデバイス導入前後で3か月
間比較した。 



検査項目 タブレット導入前 タブレット導入後 有意差 判定 

K(mEq/L) 4.8 4.9 なし 0.574＞0.05 

IP(mg/dL) 5.1 5.1 なし 0.833＞0.05 

ALB(g/dL) 3.8 3.7 なし 0.450＞0.05 

TP(g/dL) 6.4 6.3 あり 0.006＜0.05 

BUN(mg/dL) 56.6 57.8 なし 0.265＞0.05 

Cre(mg/dL) 9.2 9.1 なし 0.371＞0.05 

nPCR(g/kg/day) 0.83 0.90 なし 0.072＞0.05 

塩分摂取量
(g/day) 

8.9 7.9 あり 0.0421＜0.05 

n=４１ 

【血液データ結果】 

Student-T 



【結果】 

     タブレットデバイス導入前後では、TPと塩分摂

取量に有意差がみられた。このことから塩分制
限を行うことで蛋白質摂取量が減り、TPの低下
につながった可能性も考えられる。 

  



【結語】 

タブレットを用いることで減塩に関しての理解度が高ま

り、塩分摂取量も減る結果となった。そのためタブレッ

トを用いた栄養指導は有効であったと考える。 

しかし同時にTPも下がる結果となったため、減塩だけ

でなく蛋白質の摂取量が減らないような指導を行う必

要があると考える。 
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